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運
休に
入
る
直前、
安
曇
野
を

ド
ラ
イ
ブか
た
が
た、
ワ
サビ
畑

を
抱
く
かた
ち
の
穂
高
川の土
手

に
あ
る「
早
春
賦」
記
念
碑を
訪

れ
た。
歌
調に
あ
る
よ
う
な
早
春

では
な
く、
桃
や
菜
の
吃
か咲
く

春た
け
なわ
で
あっ
た
が、
車
に

ヴァ
イオ
リン
を
積
ん
でい
た
の

で、
現
地
で
「
早
春
賦」
を
弾い

て
み
た。
記
念
碑
が
出
来
て二
十

周
年
と
のこ
と
で、
安
曇
野
名
物

を
弾い
た
の
問が、
毎
年
のこ
と

の
オルゴ
ー
ル
の
塔が
建ち、
一

な
の
で
選
曲
が
な
か
な
か
難
し

人
千
円
で
ガ
ラス
の
プ
レ
ー
トに

い。
今
年
は
ヴィ
ヴァ
ル
ディ
の

名
前
が
入
る
の
だ
とい
う。
こ
う

「
四
季」
（
編
曲
版）
か
ち

して
記
念
碑一
帯
は
や
や観
光
化

H
春μ
を
弾
く
こ
とに
な
り、
割

し
てい
る
が、
土
手
か
ら
眺
め
る

り
当
て
時
闘
が
少
し
余
る
の
で、

穂
高
川
の
風
景
はい
つ
見
て
も
素

「
早
春
賦」
のこ
れ
も
編
曲
版
を

晴
ち
し
く、
有
明
山
を
真
ん
中こ

加
え
て
おい
た。
そう
し
たち
プ

hAH

 

残
雪
の
北
アル
プス
が
逆
光
に
霞

ロ
グラ
ム
の
最
後
に
十の
合
奏
団

ん
でい
た。

三
百名
全
員で
演

な
ぜ
「早
春

「
主
三
区司
串
凡
了
C
4
F

奏
し
たい
と
フェ

一

司
干

高
ロ
W

Z
Z
僧
円
ノ
、

賦」
の
記
念
碑

－
FE｜
寸
奇
除
開
」
d
q
高
ザ

ス
ティパ
ル
委
員

の
前で
ずァ
イ

会
が
希望し、
私

オ
リ
ン
を
弾
い
た
の
か
と
言
う

の
指
揮
で
会
場
の
聴
衆
も
歌
え
る

と、
若
干
の
理
由
が
あ
る。
こ
の

よ
う
に
歌
詞
を
用
意
す
る
と
い

と
こ
ろ
毎
年五
月に
東
京
でス
ズ

う。

キ・
メ
ソ
1
ド
の
子
供
た
ちに
よ

わ
が
家
の
練
習の
と
き
に
は
歌

る
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル・
ブェ
ス
テ

詞
が一
番し
かわ
か
ち
なかっ
た

ィパ
ル」
が
あっ
て、
第八
回
目

の
て
この
曲
を
よ
く
覚
え
庁、い

の
今
年は
国
立
オ
リ
ンピッ
ク
記

る
満
九
十四
歳の
母に
車
椅
子で

念
青
少
年
総
合セ
ン
タ
ー
大
ホ
l

参
加
し
て
も
らっ
た。
「
早
春

ル
で五
月
十一
日
（
日）
な
のだ

賦」
が大
好き
な
台
湾
の
李
登
輝

が、
そ
こに
「ス
ズ
キOB
合
奏

団・
中嶋
嶺
雄と
仲
間た
ち」
が

参
加
を
頼
まれ、
今
年
は「
早
春

賦」
を
演
奏
す
るか
ら
で
あ
る。

OB
合
奏
団
といっ
て
も
み
な
社

会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の

で、
練
習
は午
後
か
ら
夜
まで
東

京の
拙
宅
で
毎
年一
回だ
け、
後

は
当
日
午前
の
練
習
と二
十
分
間

のス
テ
ー
ジ・
リハ
ー
サル、
と

パ
タ
ー
ン
が決
まっ
てい
る。
弦

楽
器
の
み
十二
3三
名
な
の
だ

が、
恒例
化し
てい
て、
声
を
掛

け
る
と
全
員
が
集
まっ
て
く
れ

る。
ノ

こ
れ
ま
で
は
ずィ
ヴァ
ル
ディ

の
合
奏
協
奏
曲
やモ
ー
ツァ
ルト

の
ディ
ヴェ
ル
ティ
メ
ン
ト
な
ど

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

前
総
統ご
夫
妻
が
金
婚
式に
配ら

れ
た、
ロ
ーマ
字
に
よる
歌
詞
も

コ
ピ
ーし
て
おい
た。

た
また
ま
そ
の
日に
高
知に
住

む
私
の
教『え
子の
母堂
か
ち
来た

お
手
紙
に
は、
い
つ
か
安
曇
野
を

訪
れ
た
い
と
あっ
て、
「
早
春

賦」
の
安
曇野
を
描い
た
記
念
切

手
が
貼つ
で
あっ
た。
「
早
春

賦」
の
記
念
切
手
は
平
山
郁
夫
画

伯
が京
都
の
五
重
塔
を
書い
た
も

の
だ
け
か
と
唱っ
てい
た
だ
け

に、
や
は
り
揮
し
かっ
た。
平
山

芸
大
学
長と
は
時々
お
会い
す
る

機会
も
あ
る
の
で、
な
ぜ
「早
春

賦」
の
切
手に
五
重
塔
を
描
か
れ

た
の
か、
一
度
お
聞き
し
てみ
よ

うと
思っ
てい
る。

（
国
際
社
会
学
者
H
松
本
市
出

身）




